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講演「科学館での天文教育：『連携』と『協働』と『広場』」

吉岡 克己（館長・学芸員）

日本天文学会２０２４年秋季年会 天文教育フォーラム（２０２４年９月１１日）

日本天文学会と日本天文教育普及研究会の共催による天文教育フォーラムに

おいて社会教育施設を代表して講演を行った。今回のフォーラムのテーマは「天文

教育を支えるエコシステム」であり、学校教育や社会教育、市民活動など様々な要

素がつながって支える天文教育を大きなシステムとして捉えたものである。

吉岡からは、近年の博物館情勢を踏まえた上で、連携の核や舞台となりやすい科

学館の立場から、外部団体との結びつきによる取り組みを「連携事業」「協働事業」

「広場事業」に類型化し、事例を基に概説した。

講演「大阪市立科学館の展示リニューアル：展示デザインを中心に」

吉岡 克己（館長・学芸員）

第１５回全国理工系学芸員展示研究大会（２０２５年１月２９日）

大阪市立科学館の展示場リニューアルについて、その全体像と半年間の運営状

況を紹介した上で、科学館展示について個々に論じるだけではなく展示アイテムの

集合体として展示場及び科学館全体を論じることの必要性を主張した。その上で、

手段として展示の類型化と展示デザインの図式化による視覚化を提案した。

また、「科学館の楽しみ方」について、利用者の意識醸成に向けての行動の必要

性について問題提起した。
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